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
高

い
成
形
性
や
低
熱
膨
張
性

剛

性
を
特
徴
と
し
た
天
然
グ
ラ
ナ

イ
ト
に
代
わ
る

次
世
代
型
グ

ラ
ナ
イ
ト﹁
ヒ
ノ
グ
ラ
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イ
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を
新
た
に
開
発
し
た

半
導
体

製
造
装
置
︵
Ｓ
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Ｅ
︶
な
ど
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構
造
部
材
と
し
て
の
採
用
を
目

指
し

今
後
顧
客
へ
の
提
案
活

動
を
本
格
的
に
開
始
す
る
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天
然
の
グ
ラ
ナ
イ
ト
は

高

剛
性
か
つ
低
熱
膨
張
の
特
徴
を

生
か
し

高
精
度
化
ニ

ズ
の

高
い
半
導
体
製
造
装
置
の
ベ
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ス
︵
構
造
部
材
︶
な
ど
に
用
い

ら
れ
て
き
た

一
方

原
石
の

調
達
か
ら
切
断
・
加
工
ま
で
に

多
く
の
工
程
・
負
荷
を
要
し


加
工
自
由
度
も
非
常
に
低
い
も

の
と
な

て
い
る
こ
と
に
加

え

環
境
破
壊
に
も
つ
な
が
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
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そ
の
一
方
で

Ａ
Ｉ
を
は
じ

め
と
す
る
先
端
半
導
体
需
要
の

拡
大
に
よ

て

製
造
装
置
に

は
温
度
・
湿
度
・
振
動
の
影
響

を
受
け
に
く
い
高
剛
性
か
つ
低

熱
膨
張
な
基
盤
・
フ
レ

ム
が

求
め
ら
れ
て
い
る

同
社
は
長

年
培

た
キ

ス
テ

ン
グ
技

術
と

ポ
リ
マ

コ
ン
ク
リ


ト
の
技
術
を
駆
使
し
て

骨
材

の
種
類
や
形
状

樹
脂
と
の
配

合
比
を
最
適
化

独
自
の
﹁
ヒ

ノ
グ
ラ
ナ
イ
ト
﹂を
開
発
し
た
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キ

ス
テ

ン
グ
成
形
を
用

い
る
こ
と
で

従
来
の
天
然
グ

ラ
ナ
イ
ト
で
は
難
し
か

た
複

雑
な
形
状
や
大
型
構
造
体
の
一

体
成
形
が
可
能

ま
た

加
工

工
数
の
大
幅
な
削
減
と
製
造
リ


ド
タ
イ
ム
の
短
縮
を
実
現
す

る

ま
た

自

励
振
動
・
共
振

や
荷
重
振
幅
に

よ
る
た
わ
み
・

変
形
も
抑
制
す

る

精
密
加
工

や
半
導
体
製
造

装
置
の
ベ

ス

材
と
し
て
長
時

間
安
定
し
た
機

能
を
支
え

製

品
品
質
の
向
上

に
寄
与
す
る


　
優
れ
た
低
熱

膨
張
性
も
特
徴

で

製
造
工
程

中
の
温
度
変
化

に
よ
る
熱
変
形

︵
膨
張
・
収
縮
︶を
抑
制
す
る


ま
た

ナ
ノ
レ
ベ
ル
の
精
度
が

要
求
さ
れ
る
装
置
設
計
に
お
い

て

基
盤
材
の
熱
的
安
定
性
を

確
保
し

歩
留
ま
り
改
善
に
貢

献
す
る


　
現
状
で
半
導
体
製
造
装
置
に

用
い
ら
れ
る
天
然
グ
ラ
ナ
イ
ト

は
限
ら
れ
て
い
る
が

今
後
の

さ
ら
な
る
高
精
度
化
ニ

ズ
を

考
慮
す
れ
ば

同
社
が
開
発
し

た
高
い
成
形
性
・
剛
性
を
持
つ

次
世
代
グ
ラ
ナ
イ
ト
の
採
用
ポ

テ
ン
シ

ル
は
十
分
に
高
い
と

み
て

同
社
で
は
積
極
的
な
プ

ロ
モ

シ

ン
活
動
を
通
じ
て

採
用
拡
大
に
努
め
て
い
く

問

い
合
わ
せ
は
ヒ
ノ
デ
ホ

ル
デ


ン
グ
ス
︵
担
当
・
田
中
／
日
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